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ある個人の所得が100であり，この個人は所得のすべてをＸ財とＹ財に支出する。この個人の効用関

数は

Ｕ＝４ＸＹ　〔Ｕ：効用水準，Ｘ：Ｘ財の消費量，Ｙ：Ｙ財の消費量〕

となっており，また，Ｙ財の価格は４であるものとする。

ここで，Ｘ財の価格が１から0.25に変化したときの補償変分（変化後の価格の下で，ある個人の効用

水準を価格変化前と同じにするための所得の変化分）と等価変分（変化前の価格の下で，ある個人の効

用水準を価格変化後と同じにするための所得の変化分）の値の組合せのうち，妥当なのはどれか。

補償変分 等価変分

１ 50 100

２ 50 75

３ 75 75

４ 75 50

５ 100 50

☛ 解説 3ページ

A NO.4 経済原論／補償変分と等価変分
平成 9 年度

チェック欄

合には凸性は満たされない。

まず，間接効用関数Ｕ（PX，PY，Ｍ）を求める。ここでPXはＸ財の価格，PYはＹ財の価格，Ｍは所得

である。加重限界効用均等の法則より，
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を得る。両財の需要関数を効用関数に代入すると，間接効用関数，
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を得る。PX＝１，PY＝４，Ｍ＝100であるから，⑤式より価格変化前の効用水準U1は，
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3第１章　消費者理論

価格変化が需要量に与える影響に関する次のＡ～Ｄの記述のうち，妥当なもののみをすべて挙げてい

るのはどれか。

A 下級財であるＸ財の価格が低下すると，Ｘ財の需要量は必ず増加する。

B ギッフェン財であるＸ財の価格が低下すると，Ｘ財の需要量は必ず増加する。

C 共に上級財であるＸ財とＹ財が補完財である場合，Ｘ財の価格が低下したときの，Ｙ財の需要量

の増減は不確定である。

D 上級財であるＸ財と下級財であるＹ財が代替財である場合，Ｘ財の価格が低下すると，Ｙ財の需

要量は必ず減少する。

１ Ａ

２ Ｄ

３ Ａ，Ｃ

４ Ｂ，Ｄ

５ Ｃ，Ｄ

ある個人の所得が100であり，この個人は所得のすべてをＸ財とＹ財に支出する。この個人の効用関

数は

Ｕ＝４ＸＹ　〔Ｕ：効用水準，Ｘ：Ｘ財の消費量，Ｙ：Ｙ財の消費量〕

となっており，また，Ｙ財の価格は４であるものとする。

ここで，Ｘ財の価格が１から0.25に変化したときの補償変分（変化後の価格の下で，ある個人の効用

水準を価格変化前と同じにするための所得の変化分）と等価変分（変化前の価格の下で，ある個人の効

用水準を価格変化後と同じにするための所得の変化分）の値の組合せのうち，妥当なのはどれか。

補償変分 等価変分

１ 50 100

２ 50 75

３ 75 75

４ 75 50

５ 100 50
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消費財が２種類ある場合，消費者の選好関係とそれを表す無差別曲線および効用関数に関する次の記

述のうち，妥当なのはどれか。

１ 選好関係が単調なら，無差別曲線は必ず右下がりとなる。

２ 選好関係が単調なら，無差別曲線は交わることもある。

３ 選好関係が凸ならば，無差別曲線は直線部分をもつことはない。

４ 選好関係が凸ならば，効用関数は必ず凹関数である。

５ 選好関係が凸ならば，効用関数は必ず凸関数である。

ある消費者の選好関係が，次の効用関数によって表されるとき，いえることはどれか。

U（ｘ，ｙ）＝（ｘ－１）ｙ　〔ｘ≧０，ｙ≧０〕

１ 無差別曲線は直線部分を持つことはない。

２ 無差別曲線は幅を持つことがある。

３ 選好関係は局所的非飽和である。

４ 選好関係は大域的非飽和である。

５ 選好関係は凸性を満たす。

経
済
原
論

第１編　経済原論

☛ 解説 2ページ

B NO.1 経済原論／無差別曲線と効用関数
平成12年度

チェック欄

☛ 解説 2ページ

C NO.2 経済原論／効用関数
平成14年度

チェック欄

☛ 解説 3ページ

A NO.3 経済原論／需要の変化と財の分類
平成16年度

チェック欄

☛ 解説 3ページ

A NO.4 経済原論／補償変分と等価変分
平成 9 年度

チェック欄
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3第１章　消費者理論

２　いえない。 問題文のような効用関数を前提とすると，無差別曲線は幅を持たない。たとえば，

仮に無差別曲線が幅を持ったとすると，図のようなｙ＝０の場合の無差別曲線を描いたとき必

ずｙ′＜ｙ＝０となるようなｙ′が存在することになる。これは，ｙ≧０という問題文の条件に

矛盾する。

３　いえない。 局所的非飽和とは，任意の（ｘ，ｙ）に対し，その点から任意の距離内に（ｘ′，

ｙ′）（ｘ，ｙ）を満たす点（ｘ′，ｙ′）を選ぶことができることを意味する。ただし，（ｘ′，

ｙ′）（ｘ，ｙ）は選好関係を示し，（ｘ′，ｙ′）という消費の組合せを（ｘ，ｙ）よりも好む

ことを表している。この点，ｙ＝０であるときの無差別曲線はU4のように描かれるが，０≦

ｘ＜１においては先に示したような（ｘ′，ｙ′）を選ぶことができない。したがって，局所的

非飽和ではない。

４　いえる。 そのとおり。大域的非飽和とは，任意の（ｘ，ｙ）に対し，（ｘ′，ｙ′）（ｘ，ｙ）を

満たす点（ｘ′，ｙ′）を選ぶことができることを意味する。そして，図の無差別曲線はこの条

件を満たしている。

５　いえない。 選好関係の凸性とは，２つの無差別な相異なる財の組合せ（ｘ′，ｙ′），（ｘ，ｙ）

に対し，０＜α＜１である任意のαについて（αｘ′＋（１－α）ｘ，αｙ′＋（１－α）ｙ）（ｘ，

ｙ）が満たされることを意味する。この点，図のＡ点とＢ点のような２つの組合せを選んだ場

合には凸性は満たされない。

Ａ　妥当でない。 Ｘ財の価格が低下した場合，Ｘ財の需要量は代替効果により必ず増加する。しか

し，Ｘ財は下級財であるから，価格の低下で実質所得が増加すると所得効果により需要量は減

少する。したがって，最終的にＸ財の需要量が増加するかどうかは代替効果と所得効果の大き

さに依存し不確定となる。

Ｂ　妥当でない。 ギッフェン財とは価格が低下したときに需要量が減少する財のことである。した

がってギッフェン財であるＸ財の価格が低下すると，Ｘ財の需要量は必ず減少する。

Ｃ　妥当でない。 Ｘ財とＹ財は補完財であるから，Ｘ財の価格が低下しても代替効果はほとんど働

かずＸ財，Ｙ財の需要量はほとんど変化しない。また，Ｘ財とＹ財はともに上級財であるから，

Ｘ財の価格が低下して実質所得が増加すると，所得効果によりＸ財とＹ財の需要量は増加する

ことになる。したがって，最終的にＸ財とＹ財の需要量は必ず増加する。

Ｄ　妥当である。 Ｘ財とＹ財は代替財であるから，Ｘ財の価格が低下すると代替効果によりＸ財の

需要量が増加しＹ財の需要量は減少することになる。また，Ｘ財は上級財，Ｙ財は下級財であ

るから，Ｘ財の価格が低下して実質所得が増加すると，所得効果によりＸ財の需要量は増加し，

Ｙ財の需要量は減少することになる。したがって，最終的にＸ財の需要量は必ず増加し，Ｙ財

の需要量は必ず減少することになる。

以上より，妥当なのはＤのみである。

よって，正解は肢２である。

まず，間接効用関数Ｕ（PX，PY，Ｍ）を求める。ここでPXはＸ財の価格，PYはＹ財の価格，Ｍは所得

である。加重限界効用均等の法則より，

ＭＵX ＭＵY――― ＝ ―――
PX PY
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１　妥当である。 そのとおり。消費者の好みの順序関係を「選好関係」という。選好関係の単調性

とは，財の消費量の組合せＸ＝（x1，x2），Ｙ＝（y1，y2）について，x1≧y1かつx2≧y2であり，か

つどちらかの不等号が強ければ，ＸをＹよりも好むという性質を指す。この単調性の性質が満

たされるとき，無差別曲線は右下がりとなる。

２　妥当でない。 選好関係が単調性を満たす場合，推移性が満たされる。仮に無差別曲線が交わる

とすると，合理的な消費者であれば満たされるはずの推移性の仮定が満たされなくなる。した

がって，無差別曲線は交わることはない。

３　妥当でない。 選好関係の凸性とは，財の組合せＸ＝（x1，x2），Ｙ＝（y1，y2）が無差別であれ

ば， ，という財の組合せはＸと無差別かあるいはＸよりも好まれるという

性質を指す。この性質は，無差別曲線が直線部分を持ったとしても成り立つことはある。

４　妥当でない。 選好関係が凸ならば，効用関数は必ず準凹関数となる。なお，凹関数であれば必

ず準凹関数であるが，準凹関数であるからといって必ずしも凹関数であるとは限らない。した

がって，選好関係が凸であるからといって，効用関数が凹関数となるとはいえない。

５　妥当でない。 肢４に示したとおり，選好関係が凸ならば，効用関数は必ず準凹関数となる。選

好関係が凸であるからといって，効用関数が凸関数となるとはいえない。

問題文の効用関数を変形すると，次のようになる。

Ｕ（ｘ，ｙ）
ｙ＝ ――――――

ｘ－１

したがって，この効用関数に基づく無差別曲線は，ｘ＝１，ｙ＝０を漸近線とする反比例の関数を示

す曲線となる。したがって，無差別曲線を次のように描くことができる。ただし，曲線U1はＵ（ｘ，

ｙ）＞０，曲線U2はＵ（ｘ，ｙ）＜０，U3とU4はＵ（ｘ，ｙ）＝０というケースを表す。

１　いえない。 効用水準がゼロとなるときの無差別曲線は，図のU3またはU4のように直線で表され

る。すなわち，ｘ＝１のとき，またはｙ＝０のとき効用水準がゼロとなるが，このときの無差

別曲線は直線である。

1 xO A

y

B

U4

U3
U2 U1

， 
x1＋y1 
2

x2＋y2 
2
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NO.1 1正 解

NO.2 4正 解

NO.3 2正 解

NO.4 1正 解


